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Abstract： 
In this study, 142 nursing students were surveyed about their motivational orientations (MOs) behind studying English.  Twelve possible 
MOs were evaluated in three categories, i.e., hobby-related, cultural (educational), and career-related.  Hobby-related MOs (e.g., traveling 
abroad, understanding foreign movies) and career-related MOs (e.g., communicating with patients, reading medical journals) were found to 
be more important to the students than those related to cultural, or educational, opportunities (e.g., understanding other cultures, 
improving language abilities).  The students who considered the learning of English to be troublesome tended to have lower scores in all 
three categories examined.  These results have pedagogical bearing on curriculum planning, materials development, course content, and 
teaching approach. 
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 意識的にせよ無意識的にせよ，私たちは「何のため
に学習するのか」という目的や理由を持っているはず
である。そのような目的・理由の性質如何で，学習者
は目の前の学習課題にやる気を持ったり失ったりする。
一方，教師は学習者の意欲を刺激する形で彼らを学習
へと方向づけようとする。この「やる気」や「意欲」
と言われているものは，教育心理学では一般的に動機
づけと呼ばれており，学習行動や教授行動の出発点と
なる最も基本的な概念である。 
 外国語学習における動機づけに関する研究は，カナ
ダやアメリカを中心にほぼ４０年に亘って行われてい
る。外国語の学習動機の分類や構造化が多くの研究者
によって試みられており，実用志向（仕事や生活に生
かす）と統合志向（多くの人と知り合う）が２つの主
要な要因であるとされる一方(1)，学校のカリキュラム
（必修科目か選択科目か）や学習者の民族性（親戚が
その言語を使用しているか）を重視する見方もある(2)。
外国語習得においては，統合志向の学習者の方が実用
志向の学習者よりもよい結果を生むとされている(1)。 
 日本における外国語の学習動機に関する研究には，
学習動機と英語能力との関係を調査したものが多い。
これらの研究は，カナダやアメリカにおける研究をモ
デルとし，学生の実用志向・統合志向の程度と英語の
成績との関係を調査する傾向にある(3), (4)。本研究の目
的は，日本人看護学生の英語学習動機を調査すること
であるが，従来の研究のように，カナダやアメリカの
調査結果をそのまま日本人学生に応用するという方法
は採らない。もともと実用志向・統合志向という概念
は，カナダにおける英語を母語とするフランス語学習
者やアメリカにおける英語を母語とするスペイン語学
習者を対象として作られたものであるが，カナダにお
いてはフランス語のコミュニケーション能力獲得が社
会的・日常的に要請される傾向が強く，アメリカにお
いてもスペイン語を日常的に使用する多くのコミュニ
ティーが存在している。英語能力が日常的に要請され
る傾向が低い日本人の英語学習動機は，カナダ人・ア
メリカ人の外国語学習動機とは質的に異なるはずであ
り，さらに看護学生には彼ら特有の学習動機も存在す
るはずである。 
 日本人特有の学習動機を探る試みとしては，市川(5)
が６種類の学習動機を２要因モデルとして構造化して
いる。具体的には，充実志向（学習自体が面白い），訓
練志向（知力をきたえるため），実用志向（仕事や生活
に生かす），関係志向（他者につられて），自尊志向（プ
ライドや競争心から），および報酬志向（報酬を得る手
段として）に６分類された学習動機が，学習内容の重
要性と学習の功利性という２つの要因で構造化されて
いる。英語の学習に関して言えば，通常の日本の大学
での学習は，学生にしてみると「テストがあるから」
（報酬志向や自尊志向）という動機になりがちであり，
教師側からは「教養を身につけて欲しい」（訓練志向）
ということが多いように思われる。これらは，英語自
体に既に強い興味を持って学習している学生以外には，
主体的な学習意欲を喚起させる動機とは言い難い。教
師には英語学習の意義や必要性が学習者に感じられる
ような学習環境を設定することが求められている(5)。 
 本研究は，看護学生の英語学習動機を明らかにする
ことにより，看護学生に英語学習の意義や必要性を感
じさせるためのヒントを得ることを目的とする。看護
学生が英語学習をどのように生かしたいと考えている
かが当面の関心事であるため，被験者からの回答をそ
のまま収集・整理するボトムアップ的なアプローチは
採用しない（既存研究に散見される「単位を取るため」，
「みんながやっているので何となく」，「他人に負けた
くないから」といった動機が明らかにされても，英語
学習の意義や必要性に対する示唆は得られないと判断
した）。今回の調査では，看護学生が英語の知識・技能
を生かし得る分野として，趣味（例：海外旅行に役立
てる），教養（例：異文化に対する認識を深める）およ
び仕事（例：外国人の患者とコミュニケーションがと
れるようにする）の３分野を設定し，それぞれの分野
に対する看護学生の志向性の程度を明らかにしたい。 
 同時に本研究では，上記３分野に対する志向性が英
語の学習行動とどのような関係を持つのかを検討する。
英語をどう学習したらよいのかわからない，あるいは
なかなか学習する気になれない等の理由により学習行
動が起こりにくい学生に接することがあるが，そのよ
うな学生は，英語学習の意義や必要性をどのように捉
えているのであろうか（或いは，そのような認識はそ
もそも希薄なのであろうか）。また，英語の学習に意欲
的な学生には特徴的な学習動機が存在するのであろう
か。このような問題の検討を通して，看護学生の英語
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学習意欲を喚起する方策を探ってみたい。 
 
方法 
対象者および調査時期 
 ２００４年６月，東海圏および北陸圏の大学の看護
学生１４２名（女性１３１名，男性１１名）に対し，
質問紙による調査を英語の講義時間中に実施した。被
験者はすべて必修科目として英語を受講している。な
お，現在，全国の看護系学部・学科において英語科目
の１年次配当への傾斜が強まっており(6)，大学英語に
対する動機づけを入学直後から図ることの重要性が指
摘されている。この観点から，本研究では１年次生の
みを調査の対象とした。 
 
質問紙 
１． 英語学習動機：英語の知識・技能を生かし得る
分野として，「趣味」，「教養」および「仕事」
の３分野を設定し，各分野に４項目ずつ，計 
１２項目を用意した（表１）。被験者には，英
語の学習をどの分野で役立てたいと考えてい
るかについて，中間点を廃した６件法で回答を
求めた。 
２． 英語学習行動：塩谷(7)の「英語のスキルの認
知・コストの認知尺度」を用いた（表２）。こ
の尺度は，スキル認知の得点が高いほど，英語
の学習方法がわからないという評価を表し，コ
スト認知の得点が高いほど，英語の学習に対す
る身体的精神的負担が大きいという評価を表
す。回答は６件法で求めた。 
３． 分析：英語学習動機の各項目について平均値と
標準偏差を算出した。項目間の差の検定には
Tukey の HSD テストを使用した。英語学習動
機と英語学習行動との関係は Pearson の相関
係数で示した。 
 
表１：英語学習動機の質問項目 
１． 異なった文化に対する認識を深める。（教養） 
２． 海外旅行の時に役立てる。（趣味） 
３． 仕事で外国人の患者さんとコミュニケーションをとる時に役立てる。（仕事） 
４． 言葉の構造や規則についての知識を深める。（教養） 
５． 外国の小説やエッセイ，雑誌などを読むことに役立てる。（趣味） 
６． 仕事で外国の文献（看護学書・看護学専門誌）を読む時に役立てる。（仕事） 
７． より広い見地から物事を考える力をつける。（教養） 
８． 映画のセリフや外国の曲の歌詞を理解することに役立てる。（趣味） 
９． 仕事で報告書や論文を英語で書く時に役立てる。（仕事） 
１０． 言葉を理解したり表現したりする力を伸ばす。（教養） 
１１． 外国人と交流する時に役立てる。（趣味） 
１２． 仕事で研究発表を英語で行う時に役立てる。（仕事） 
注１） 各項目後の括弧内は項目の分野を示す。 
 
 
表２：英語のスキルの認知・コストの認知の 
質問項目 
  スキルの認知の項目 No. 
S１ 英語をどう勉強したら授業についていけるのかわからない。 ３ 
S２ 英語の勉強のしかたがよくわからない。 ７ 
S３ あまり英語の勉強方法を知らない。 １１ 
S４ どう勉強したら英語の理解がすすむのかわからない。 １４ 
S５ どう勉強したら英語の成績があがるのかわからない。 １８ 
S６ 英語の勉強の方法がわかっている。 １ （－） 
S７ 英語のいろいろな勉強方法を知っている。 ５ （－） 
S８ 自分の英語勉強法がある。 ９ （－） 
S９ 英語の勉強のすすめかたがわかっている。 １３（－） 
S１０ 英語の勉強のくふうのしかたがわかっている。 １６（－） 
  コストの認知の項目 
C１ 英語の勉強をしていてもすぐに気がちる。 ６ 
C２ 英語の勉強を続けるのはたいへんだ。 ８ 
C３ 英語の勉強をするのはめんどうである。 １０ 
C４ なかなか英語の勉強をする気にならない。 １２ 
C５ 英語の勉強になかなかとりかかれない。 １９ 
C６ 英語の勉強はそれほどイヤではない。 ２ （－） 
C７ 英語の勉強をするのは苦にならない。 ４ （－） 
C８ 気楽に英語の勉強をはじめられる。 １５（－） 
C９ わりとすぐに英語の勉強が手につくほうである。 １７（－） 
C１０ 英語の勉強に集中しやすい。 ２０（－） 
注１） No.は質問順序を，（－）は反転項目を示す。 
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表３：英語学習動機（平均値・標準偏差・ 
英語学習行動との相関） 
 項目             平均値  標準偏差  スキル  コスト 
３． 外国人患者対応 4.94a 0.98 -.07 -.20** 
１１．外国人との交流 4.93a 1.10 -.20** -.34** 
２． 海外旅行 4.70ab  1.15 -.16* -.22** 
１０．言葉の理解・表現力の訓練 4.37bc 1.16 -.19* -.29** 
８． 外国映画・歌詞の理解 4.29c 1.24 -.13 -.33** 
６． 看護学文献読解 4.00cd 1.30 -.13 -.25** 
１． 異文化理解 3.82de 1.21 -.25** -.31** 
１２．研究発表 3.75de 1.24 -.17* -.30** 
９． 報告書・論文作成 3.70de 1.25 -.17* -.28** 
５． 小説・エッセイ読解 3.50ef 1.35 -.26** -.38** 
７． 幅広い思考力の涵養 3.46ef 1.30 -.31** -.33** 
４． 言葉の構造・規則の理解 3.27f 1.24 -.18* -.27** 
注１）各項目の前の数字は質問紙における項目番号を示す。 
注２）平均値に有意差が無い場合，同じ英字が付記されている（Tukey の HSD テ 
   ストによる）。 
注３）*p<.05, **p<.01 
結果・考察 
 分析結果を表３に示す。全体の傾向として，趣味分野
（２，５，８，１１）と仕事分野（３，６，９，１２）
が教養分野（１，４，７，１０）の上位に来るという
結果となった。分野毎の平均値は，趣味（α=.75）が
17.42，仕事（α=.83）が 16.38，教養（α=.75）が 14.92
であり，趣味および仕事と教養との差はそれぞれ５%
水準で有意であった。 
今回の被験者は看護学をまだ専門的に学んでいない
１年次生であり，趣味分野の英語に対する志向性の高
さはある程度予想されたところである。その意味で，
仕事分野に趣味分野と同程度の志向性が示されたこと
は注目すべきであろう。しかも，「外国人患者対応」の
得点は「外国人との交流」や「海外旅行」および「外
国映画・歌詞の理解」の得点の上位に，また「看護学
文献読解」の得点は「小説・エッセイ読解」の得点の
上位にそれぞれ位置しており，仕事に役立つ英語に対
する看護学生のニーズの高さが窺える。このことから，
看護学を専門的に学ぶ以前の学生に対しても，教材を
文学作品や各種エッセイ，映画等を題材としたものに
限るのではなく，看護学に関連した基礎的な教材を使
用して early exposure を図ることが有効であることが
見て取れよう。その一方，報告書・論文作成や研究発
表に役立つ英語に対する志向性は比較的に低い傾向に
あり，看護学生が研究よりも臨床の現場で役立つ英語
を求める傾向が明らかとなった。学部教育における限
られた時間の中で，臨床と研究の両分野に亘る英語教
育を行うことは困難であり，学部時代は臨床分野の英
語教育に重点をおき，研究分野の英語は大学院で教育
することが現実的な道であろう。 
 教養分野の項目は概ね下位に位置付けられたが，す
べて 3.2 以上の得点を得ており，看護学生が英語の学
習を通じて表現力や思考力を高めたり，異文化に対す
る認識を深めたいと考えていることが窺える。仕事に
役立つ英語を教えることの重要性は明らかであるが，
英語教員には，英語を単なる道具として機械的に教え
るのではなく，学生に自己表現をさせたり，ある課題
について深く考えさせる，或いは英語表現の文化的側
面について注意を喚起させるといった内容を含んだ授
業を行うことが望まれよう。 
 英語学習動機と英語学習行動との関係では，スキル
の認知・コストの認知ともにすべての項目で負の相関
が確認された。これは，英語の学習方法がわからない
者や英語の学習に負担を感じている者は，仕事・趣味・
教養いずれの分野においても英語学習の意義を見出せ
ない傾向にあることを示している。この傾向は項目５
および７で顕著であり，英語の学習行動が起こりにく
い学生は，趣味で英語を読んだり，英語学習により自
らの視野を広げようとする意識が特に希薄であること
が窺える。 
 今回の調査により，看護学生が英語学習を趣味や仕
事の分野で生かしたいと考えていること，および英語
学習に問題を抱えている学生は英語学習の意義や必要
性に対する認識が希薄であることが明らかになった。
学生に主体的な意欲を持って学習させる方策の探求は
教育心理学における大きな課題であるが，看護学生に
対しても，英語学習の成果がどのように生かされ得る
のかを明示することが，英語学習意欲の喚起に有効な
手段であることに変わりはないということが出来よう。
今後の研究では，実際の英語授業に対する学生の反応
を分析することで，英語学習動機に影響を与える要因
を実証的に明らかにしていきたい。 
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